
令和５年度青森県発達障害者支援地域協議会

令 和 ６ 年 １ 月 ２ ２ 日

青森県健康福祉部障害福祉課
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資料１

令和５年度における発達障害児支援の

早期発見・早期支援の取組について



令和５年度青森県の取組（発達障害児者支援体制図）

専門的な医療
機関の確保

早期発見・早期支援
支援体制整備

人材育成 家族支援 就労支援 普及啓発

障害福祉課

市町村

発達障害児者及び
家族のニーズに即
したきめ細かな支
援

○発達障害者支援センター連絡
協議会

○発達障害者支援地域連携強化事業
・巡回相談
・事例検討会
・発達相談 等

○家族サポート応
援事業
・ペアレント・ト
レーニング

・ペアレント・プ
ログラム

・ペアレントメン
ター事業

・ピアサポート推
進事業

・青年期支援事業

○かかりつけ医等発達障害対応力向上研修

○発達障害専門医療機関初診待機解消モデル事業
○HP
等によ
る情報
発信

①「青森県子どもの発達支援ガイドブック」の普及

②市町村支援

発達障害
者支援セ
ンター・
障害福祉
課

市町村
○乳幼児健診における早期発見
○巡回支援専門員整備事業
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発達障害者支援センター
○相談支援
（発達支援）

○相談支
援
（就労支
援）

○地域住
民対象普
及啓発研
修

○発達障害者スキル
アップ研修
・基礎研修
・公開講座
・アセスメントツー
ル実践研修

・発達障害児アセス
メントツール導入
研修会

・リーダー養成研修

○世界
自閉症
啓発
デー、
発達障
害啓発
週間に
よる普
及啓発

○発達障害者支援地域協議会

③「青森県子どもの発達と行動
に関するチェックシート」及び
活用マニュアルの作成・周知
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① 「青森県子どもの発達支援ガイド

ブック」の普及



青森県子どもの発達支援ガイドブックの趣旨

⚫ 発達障害などが心配される子どもについて
は、早い段階から、かつ日常的に個々の特
性に合わせた適切な支援が必要

⚫ 県では、主に乳幼児期の発達に関わる保育
支援者等を対象に本ガイドブックを令和４
年３月に発行

⚫ 本ガイドブックは、医療、保健、教育、福
祉、保育、当事者団体等多分野で構成され
る編集委員会から意見聴取の上、弘前大学
と県が監修のもと、青森県発達障害者支援
センター「ステップ」が作成
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令和5年度における青森県子どもの発達支援ガイドブックの普及に係る取組

普及の方法 回数 時期 対象 参加・相
談人数

ガイドブックの活用等に向けた発達
障害者支援センター主催研修会の開
催
（発達障害者支援センター）

４回 令和5年4、7、
11、12月

保健師、保
育士、児童
指導員等県
内支援者

312人

依頼によりセンター等職員が講師等
を務める研修会等での普及
（発達障害者支援センター、県）

16回 令和5年4月
~10月

司法、自治
体、福祉、
教育、雇用、
保育等関係
機関

879人

保育所等訪問支援及び個別相談
（発達障害者支援センター）

13回 令和5年4月
～11月

保護者、保
健師、保育
士、児童セ
ンター職員
等

143人
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② 市町村支援等取組状況



発達障害者支援センターが実施する市町村支援
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市町村数 対応期間 支援対象者数（職種）

ペアレント・トレーニング及びペ
アレント・プログラム運営に係る
助言等（市町村に対し、運営の方
法等を助言）

４か所

・むつ市・平内町
・大間町・東通村

令和5年9月
~12月

57名
（保健師、保育士、心
理士等）

発達相談や乳幼児健診での助言
（同席する保健師等に対し、保護
者への助言の方法を伝達）

３か所

・つがる市・七戸町
・深浦町

令和5年5月～
11月

29名
（保健師等）

保育所等訪問支援での助言
（同席する保健師等に対し保育士
への助言の方法を伝達）

３か所

・横浜町・深浦町
・佐井村

令和5年5月～
11月

49名
（保健師、保育士）

市町村主催研修会の講師 2か所

・青森市・佐井村

令和5年11月～
12月

70名
（学校教員、保育士、
幼稚園教諭）

ケース会議での助言 1か所

・蓬田村

令和5年5月～
令和6年3月
（予定）

5名
（保健師、行政他）

児の初診待機に係る支援体制の検
討

1か所

・八戸市

令和5年11月 6名
（保健師、指導主事、
行政）

発達障害者支援センターは、市町村が企画する早期支援に係る事業や会議等に助言する等
後方支援をおこなっている。



市町村における取組状況

令和４年度 令和５年度

ペアレント・トレー
ニングを実施してい
る市町村数

２か所 ３か所

ペアレント・プログ
ラムを実施している
市町村数

２か所 ６か所

※発達障害者支援センターと協働で行っている自治体含む

発達障害児者の相談
窓口を設置している
市町村数

１１か所 １６か所

巡回支援専門員整備
事業（支援機関への
訪問支援等）を実施
している市町村数

１１か所 １０か所

8

１か所増

R5.12県障害福祉課調べ

４か所増

５か所増

・弘前市・三沢市・大間町

・三沢市・むつ市・平川市
・平内町・大間町・東通村

・弘前市 ・八戸市 ・三沢市
・むつ市 ・つがる市・今別町
・深浦町 ・田舎館村・七戸町
・六ヶ所村・大間町 ・東通村
・佐井村 ・五戸町 ・田子町・南部町

・弘前市 ・黒石市 ・五所川原市
・十和田市・むつ市 ・田舎館村
・中泊町 ・六ヶ所村・三戸町 ・南部町

・八戸市・大間町

・鰺ヶ沢町・大間町

・八戸市・三沢市・今別町
・鶴田町・深浦町・田舎館村
・藤崎町・七戸町・六ヶ所村
・大間町・東通村

・八戸市 ・弘前市・黒石市
・五所川原市・今別町・鶴田町
・田舎館村 ・中泊町・六ヶ所村
・三戸町 ・南部町
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③「青森県子どもの発達と行動に関

するチェックシート」及び活用マ

ニュアルの作成・周知



「青森県子どもの発達と行動に関するチェックシート」の概要

【目的】
本チェックシートは、3歳児健康診査において、発達障害に係る気になる特徴が平均的なも

のか、支援等を要する状態なのかを判断するとともに、対象児の得意なこと苦手なことを明ら
かにし、早期に適切にサポートすることを目的としている。

【対象年齢】3歳～4歳

【所要時間】1人あたり10分

【項目数】 38項目（SSD－14：14項目、CLASP-3y：24項目）

【付ける対象】保護者等

【質問項目の内容】
①SSD-14：社会性発達スクリーニング
保護者が14項目についてチェックすることにより、仲間関係や落ち着きのなさ等社会性

の困難さに気づくためのもの。コミュニケーションを中心とした子どもの社会性の発達を
広くカバーするスクリーニング尺度

②CLASP-3y：子どもの様子に関する観察シート3歳版
目立ちにくい4つの状態（吃音、チック、限局性学習症、発達性協調運動症）に気づく

ための24項目のスクリーニング尺度
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チェックシートの評価対象の整理

11
出典：政府広報オンライン
https://www.gov-online.go.jp/featured/201104/index.html
R48.22斉藤まなぶ氏「青森県子どもの発達支援ガイドブック活用研修会」資料

この他、
発達性協調運動障害（DCD)
チック障害・トゥレット症、
吃音症などがあります。

チェックシートの評価対象

https://www.gov-online.go.jp/featured/201104/index.html


チェックシートの位置づけ

• チェックシートはあくまでスクリーニングであ
り診断を確定するものではない。

• 支援につなげる目的で活用するもの！
• 今後の支援を検討する際には総合的な判断が必
要
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取組の経過

時期 内容

令和３年度 【市町村の取組状況等の把握及び今後の取組の方向性について整理】

R3.7 市町村対象発達障害児者支援取組状況調査を実施

R3.9 市町村調査結果を踏まえた発達障害者支援センターと県との意見交換会

R4.1 県発達障害者支援地域協議会（乳幼児健診における発達障害アセスメントツールの導入検討につ
いて了承を得る）

R4.1 市町村あて通知（今後の取組の方向性について周知）

令和４年度 【アセスメントツールの作成】

R4.6 市町村ヒアリング調査を実施（乳幼児健診の実態及び細かなニーズを把握）

R4.9 第1回アセスメントツール作成委員会の実施

R4.9～R5.2 アセスメントツールの作成・検討

R5.1 県発達障害者支援地域協議会の開催（チェックシート案を提示）

R5.3 第2回アセスメントツール作成委員会の実施
「青森県子どもの発達と行動に関するチェックシート」Ver１作成

R5.3 「市町村あて通知（チェックシートの作成と今後の方向性について周知）

令和５年度 【マニュアルの作成・市町村等へ伝達・導入の整備】

R5.7 第3回アセスメントツール作成委員会の実施

R5.8～9 市町村対象「青森県子どもの発達と行動に関するチェックシート」研修会の実施（2回）

R5.11 「健康福祉部と県医師会との定例会」における県医師会への情報提供

R5.12 弘前市でチェックシートを導入

R6.1 「青森県子どもの発達と行動に関するチェックシート」活用マニュアルの作成
県医師会、郡市医師会及び市町村あて通知（チェックシート及びマニュアルの周知）
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④令和６年度の取組の方向性



令和５年度 令和６年度

早
期
発
見

○「青森県子どもの発達と行動に関する
チェックシート」及びチェックシート活用
マニュアルの作成・周知

○市町村対象チェックシート活用研修会の実
施

早
期
支
援

○「青森県子どもの発達支援ガイドブッ
ク」の普及

（発達障害者支援センター支援体制整備事
業の一環で実施）

○発達障害者支援センターにおける市町村
支援

○市町村におけるチェックシート導入状況
の確認及び課題整理

○【拡大】健診関係者対象（市町村、医師、
公認心理師等）チェックシート活用研修
会の実施

○「青森県子どもの発達支援ガイドブッ
ク」の更なる普及とその活用状況の評価

〇発達障害者支援センターにおける市町村
支援

○ペアレント・トレーニング及びペアレン
ト・プログラムや巡回支援専門員整備事
業を市町村で実施できるよう後方支援を
行う
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令和6年度の取組の方向性



令和６年度青森県の取組（発達障害児者支援体制図）

専門的な医療
機関の確保

早期発見・早期支援
支援体制整備

人材育成 家族支援 就労支援 普及啓発

障害福祉課

市町村

発達障害児者及び
家族のニーズに即
したきめ細かな支
援

○発達障害者支援センター連絡
協議会

○発達障害者支援地域連携強化事業
・巡回相談
・事例検討会
・発達相談 等

○家族サポート応
援事業
・ペアレント・ト
レーニング

・ペアレント・プ
ログラム

・ペアレントメン
ター事業

・ピアサポート推
進事業

・青年期支援事業

○HP
等によ
る情報
発信

〇「青森県子どもの発達支援ガイドブック」の普及

〇市町村支援

発達障害
者支援セ
ンター・
障害福祉
課

市町村
○乳幼児健診における早期発見
○巡回支援専門員整備事業
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発達障害者支援センター
○相談支援
（発達支援）

○相談支
援
（就労支
援）

○地域住
民対象普
及啓発研
修

○発達障害者スキル
アップ研修
・基礎研修
・公開講座
・アセスメントツー
ル実践研修

・発達障害児アセス
メントツール導入
研修会

・リーダー養成研修

○世界
自閉症
啓発
デー、
発達要
害啓発
週間に
よる普
及啓発

○発達障害者支援地域協議会

③「青森県子どもの発達と行動
に関するチェックシート」導入
状況の確認及び課題整理

○かかりつけ医等発達障害対応力向上研修

○発達障害専門医療機関初診待機解消モデル事業

市
町
村
の
後
方
支
援

市
町
村
の
後
方
支
援


